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名勝(ﾒｲｼｮｳ)佐伯市文化財の紹介

（長野 浩典・元大分東明高校教諭）

市 史 編 さ ん だ よ り

名勝とは、美しい景色や自然学術上価値の高い場所を指し、
市内7カ所が県や市指定の文化財となっています。

銚子の滝 ～銚子八景の
一つ、清流と奇岩の景勝地
（本匠小川）

藤河内渓谷 ～上流の観音滝（右写真）から続く
花崗岩の様々な甌穴群が感動的な渓谷（宇目藤河内）

滝内渓谷 ～大小
数十の滝が美しい渓
谷美（蒲江丸市尾）

豊後二見ヶ浦 ～女岩と男岩
から昇る日の出は必見。上浦の
シンボル（上浦津井）

宇土崎洞門 ～海岸の
岩礁が波の浸食でできた
大洞門（蒲江波当津）

洲崎 ～入津湾の入口
に約50mに及ぶ砂州が広
がる（蒲江西野浦）

蓮光寺湧水～豊の国名
水に選ばれた鉱山に湧き
出る湧水（宇目木浦鉱山）

おうけつ



市 史 編 さ ん だ よ り

市史編さん係では、民俗芸能・名勝・史跡・天然記念物などの調査を行っています。
本年４月から調査した内容の一部をご紹介します。

五所明神社を出発した神輿（みこし）を先頭に、中村（西中・東中・北中）・内町・
船頭町の山車（だし）が町中を練り歩きながら、御旅所の住吉神社へ向いました。

2022年(令和4年)8月1日【第7号】

4月14日（木） 第1回 佐伯市史編集委員会

5月27日（金） 民俗・文化財部会（民俗部門）

5月31日（火） 先史部会

6月 1日（火） 古代・中世部会

6月22日（水） 自然部会

6月24日（金） 近代部会

7月 1日（金） 民俗・文化財部会（文化財部門）

7月 2日（土） 近世部会

7月30日（土） 第1回市史編さん市民講座

（演題 :100年前のパンデミック～

スペインかぜの猛威と大分・佐伯）
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市史編さん係では、古い資料などを探して

います。引越しや家の整理・片付けの際、古

い道具や写真・書類など見つかりましたら、

ぜひお知らせください。

また、冠婚葬祭や年中行事などで、昔から

行われているしきたり、風習についても調べ

ています。何かご存じでしたら、情報提供を

お願いします。

皆様方のご協力をお願いいたします。

【問い合わせ・連絡先】
佐伯市教育委員会 社会教育課 市史編さん係
☎ ２２－４０９５ ✉ hensan@city.saiki.lg.jp
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住吉神社にてお着きの
神事と神楽舞の奉納

（
演
目
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見
城
）

↑葛原トンネル開通
記念と合せて、葛原
天満社の春の祭典が
行われました。御旅
所の運動広場で、葛
原岩戸神楽等の奉納
がありました。

←富尾神社に伝わる
神踊・杖踊の奉納は
残念ながら今年もあ
りませんでしたが、
神事では佐伯神楽が
奉納されました。
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